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1.  平成23年12月期第1四半期の業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 439 11.1 67 102.5 67 100.0 38 113.1
22年12月期第1四半期 395 9.2 33 160.0 33 132.1 17 17.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 43.27 42.98
22年12月期第1四半期 21.68 21.45

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 1,054 870 81.3 972.78
22年12月期 1,047 838 79.0 940.27

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  857百万円 22年12月期  827百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年12月期 ―
23年12月期 

（予想）
0.00 ― 10.00 10.00

3.  平成23年12月期の業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

857 10.9 90 40.5 90 38.5 45 27.4 51.46

通期 1,808 12.0 150 11.8 150 10.4 75 9.7 85.67



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q 1,025,200株 22年12月期  1,025,200株
② 期末自己株式数 23年12月期1Q  144,148株 22年12月期  145,333株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q  880,488株 22年12月期1Q  824,867株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」を御覧下さい。 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

 第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国向け輸出の回復や政府の経済対策等によって 

個人消費の持ち直しが見られたものの、東日本大震災の発生により経済活動は急速に落ち込み、ま

た、電力不足問題や原発の事故処理などもあることから依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。 

一方で、当社の事業に関連する一般消費者向け電子商取引分野（BtoC EC分野）においては、平成21

年の日本国内のBtoC EC市場規模は前年比10％増の約6.7兆円（※1）と着実に拡大しており、また、

平成22年のインターネット広告費は7,747億円（※2）と、他の媒体が減少あるいは伸び悩むなかで

前年比9.6％増と成長を続けております。 

 このような状況のもと、当社は平成22年7月に発表した中期経営計画（※3）に基づき、「取扱商

品のカテゴリー拡大」「こだわり消費機能の向上」「収益力の強化」および「パートナーシップの

強化」に取り組んでまいりました。 

 その結果、当社が運営する全サイトの訪問数は、震災の影響で一時的な落ち込みがあったものの、 

1～2月が好調に推移したことにより、月間サイト訪問数（3カ月平均）は1,047万（前年同期比

18.3％増）となりました。トラベル事業が堅調だったことに加え、価格比較サイト『コネコネッ

ト』のサイト訪問数増加と収益性向上が全社の増収に貢献いたしました。 

 

 以上より、当第１四半期累計期間の売上高は439,883千円（前年同期比11.1％増）、営業利益は

67,606千円（前年同期比102.5％増）、経常利益は67,661千円（前年同期比100.0％増）、四半期純

利益は38,102千円（前年同期比113.1％増）となりました。 

 

（※1） 

経済産業省「平成21年度我が国情報経済社会における基盤整備」（電子商取引に関する市場調査）

平成22年7月20日 

（※2） 

株式会社電通「日本の広告費 2010年」平成23年２月23日 

（※3） 

中期経営計画については当社IRサイトに掲載しております。 http://www.vrg.jp/ir/ 

 

当社は、事業セグメントを単一セグメントに集約しております。 

なお、事業部門別の業績は次のとおりであります。 

 

（トラベル関連業務） 

 航空券、ツアーをまとめて検索・比較できる『Travel.jp』の月間サイト訪問数は、３月に発生し

た震災で一時的な落ち込みがあったものの、1～2月が好調だったことを受け当第1四半期の３カ月平

均では175万（前年同期比2.3％増）となりました。サイト訪問数は微増だったものの、前期に実施

した広告メニューの改定等による売上増加施策や、モバイルサイトの売上が大幅に増加したことで、

当第１四半期会計期間の売上高は255,598千円（前年同期比3.9％増）となりました。 

 なお、平成23年３月末の掲載旅行商品数は58万点（前年同期は57万点）となっております。 

 

（プロダクト＆サービス関連業務） 

 価格比較サイト『コネコネット』では、ショッピングサーチ分野を中心に掲載ショップを増加し

たことにより、平成23年３月末の掲載商品数は3,930万点（前年同期は2,700万点）と大幅に増加い

たしました。また、サイト訪問数については、震災の影響や検索エンジンのアルゴリズム変更に起

因する検索結果の表示順位下落によって一時的な落ち込みがありましたが、年初から２月まで前年

㈱ベンチャーリパブリック（2177）平成23年12月期第１四半期決算短信（非連結）

2



を大幅に上回る水準で推移したことで、当第１四半期の３カ月平均は678万（前年同期比22.4％増）

となりました。 

 上記に加えて、各種の売上増加施策によって１送客当たりの売上単価が上昇したことが奏功し、

当第１四半期会計期間の売上高は184,285千円（前年同期比22.9％増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第１四半期会計期間末における総資産は1,054,536千円（前事業年度末比7,305千円の増加）

（前事業年度末比0.7％増）となりました。主な要因は、現金及び預金の増加30,820千円や売掛金の

減少5,238千円、敷金の回収等による投資その他の資産の減少21,378千円によるものであります。 

（負債） 

当第１四半期会計期間末における負債合計は183,743千円（前事業年度末比24,739千円の減少）

（前事業年度末比11.9％減）となりました。主な要因は、未払法人税等の減少22,027千円でありま

す。 

（純資産） 

当第１四半期会計期間末における純資産は870,792千円（前事業年度末比32,045千円の増加）（前

事業年度末比3.8％増）となりました。主な要因は、四半期純利益の計上38,102千円や配当金の支払

8,798千円によるものであります。 

これらの結果、当第１四半期会計期間末における自己資本比率は81.3％（前事業年度末比2.3ポイ

ント増）となりました。 

 ②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高（以下「資金」という。）は、

534,658千円（前事業年度末比30,820千円の増加）となりました。各キャッシュ・フローの状況と要

因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において営業活動により取得した資金は、25,874千円となり、前年同期

（23,943千円の資金の取得）と比べて1,930千円の増加となりました。これは、主に税引前四半期純

利益67,721千円と、減価償却費の計上8,469千円、法人税等の支払50,532千円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において投資活動により取得した資金は、11,536千円となり、前年同期

（3,034千円の資金の支出）と比べて14,571千円の増加となりました。これは、主に敷金の回収によ

る収入20,754千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において財務活動により支出した資金は、6,590千円となり、前年同期

（5,906千円の資金の支出）と比べて683千円の増加となりました。これは、主に配当金の支払7,044

千円によるものであります。 

 

(3) 業績予想に関する定性的情報 

第１四半期累計期間において、売上高は計画通りに推移した中、コストについては計画に比べ減

少したことにより、今後の営業利益、経常利益、四半期純利益が計画を上回る見込みです。 

従って、当社は平成23年２月10日に公表した平成23年12月期の業績予想を修正しております。詳

細は本日別途公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
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２．その他の情報 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績

予測やタックスプランニングを利用する方法によっております。 

 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

（税金費用の計算） 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 
 

 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

なお、これによる損益への影響はありません。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 736,169 705,349

売掛金 148,176 153,414

その他 33,486 31,143

貸倒引当金 △1,704 △1,764

流動資産合計 916,129 888,143

固定資産   

有形固定資産 63,552 61,649

無形固定資産 17,961 19,166

投資その他の資産   

その他 61,684 83,063

貸倒引当金 △4,792 △4,792

投資その他の資産合計 56,892 78,271

固定資産合計 138,407 159,087

資産合計 1,054,536 1,047,230

負債の部   

流動負債   

買掛金 9,553 12,032

未払金 86,187 83,936

未払法人税等 30,746 52,774

ポイント引当金 14,827 14,224

その他 42,428 45,515

流動負債合計 183,743 208,483

負債合計 183,743 208,483

純資産の部   

株主資本   

資本金 307,066 307,066

資本剰余金 327,319 327,319

利益剰余金 360,419 331,794

自己株式 △137,737 △138,870

株主資本合計 857,067 827,309

新株予約権 13,725 11,437

純資産合計 870,792 838,747

負債純資産合計 1,054,536 1,047,230
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(2) 四半期損益計算書 
【第１四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 395,869 439,883

売上原価 89,696 89,771

売上総利益 306,173 350,111

販売費及び一般管理費 272,784 282,504

営業利益 33,389 67,606

営業外収益   

受取利息 226 52

負ののれん償却額 438 －

その他 21 6

営業外収益合計 686 59

営業外費用   

為替差損 223 －

その他 13 4

営業外費用合計 236 4

経常利益 33,839 67,661

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 60

特別利益合計 － 60

税引前四半期純利益 33,839 67,721

法人税、住民税及び事業税 15,959 29,619

四半期純利益 17,879 38,102
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 33,839 67,721

減価償却費 7,733 8,469

貸倒引当金の増減額（△は減少） 426 △60

売上債権の増減額（△は増加） △19,311 5,238

仕入債務の増減額（△は減少） 1,276 △2,479

負ののれん償却額 △438 －

その他 532 △2,535

小計 24,058 76,354

利息の受取額 187 52

法人税等の支払額 △302 △50,532

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,943 25,874

投資活動によるキャッシュ・フロー   

敷金の回収による収入 － 20,754

その他 △3,034 △9,217

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,034 11,536

財務活動によるキャッシュ・フロー   

その他 △5,906 △6,590

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,906 △6,590

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,002 30,820

現金及び現金同等物の期首残高 562,950 503,837

現金及び現金同等物の四半期末残高 577,952 534,658
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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